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２０２３年７月１０日 日本鉄道労働組合連合会 

ＪＲ東海ユニオン「第３２回定期大会」 

 

 
ＪＲ東海ユニオンは７月５日、名古屋市におい

て、４年ぶりにフルスペックとなる第 32回定期大

会を開催し、新体制を確立するとともに向こう１

年の運動方針を決定した。冒頭、執行部を代表して

挨拶に立った尾内裕昭中央執行委員長は、３年以

上にわたるコロナ禍の中でも、組合員が職場の最

前線で業務に精励し、‘対話’を基軸に組合活動を

献身的に行ってきたことに謝意を示した。「３月 15日にＪＲ東海ユニオンが結成 30周年を迎え

た中、変化が次々と押し寄せようとも、６年目となる中期目標『ＵＮＩＯＮ ＦＵＴＵＲＥ ⇒

２０２７』に基づく全員参画の運動を『ＯＮＥ ＴＥＡＭ』で前進させよう！」と力強く訴えた。 

ＪＲ連合からは政所大祐事務局長と相良夏樹組織局長が参画し、代表して挨拶に立った政所

事務局長は働く者の価値観の変化、離職の増加、ＪＲ産業が労使ともに一体となれていないこと

など多くの課題への対応と‘組織の強化・拡大’の必要性に触れ、‘総対話行動’に象徴される

対話・世話役活動の重要性を訴えた。また職場実態に基づく情報の把握と共有のさらなる実践を

要請した。ＪＲ東海会社からの来賓である武田健太郎副社長からは、「経営体力の再強化」や「業

務改革の推進」の必要性に触れ、将来宣言に基づく労使関係をより強固なものにし困難を乗り越

えていく旨の挨拶があった。 

議事では、「安全の確立」「組織の活性化」「ハートフルカンパニーの実現」を柱とする運動方

針が提起され、組合費の改訂や退職者連絡会の会費にかかる取り扱い等の議案も併せて審議さ

れた。質疑では 21名の代議員等から、総対話行動のあり方やＪＲ東海が進める「業務改革」や

「中央新幹線計画」に関する課題、衆院選の動向が注目される政治活動等に対し、49件の意見・

要望が出された。執行部答弁後、総括答弁に立った今井孝治書記長は、「中期目標があるからこ

そ運動の軸をぶらさず活動ができた。これを大事にしつつ、組合員一人ひとりが主役となるよ

う、中期目標・後期の運動に取り組む」と決意を述べ、すべての議案が満場一致で採択された。 

本大会では、長年ユニオン運動を牽引してきた丸山知章副委員長や入谷政治副委員長をはじ

め計７名の専従役員および２名の会計監査員が退任した。女性や中央新幹線部門からの専従役

員を選出するなど新たな執行部を確立し、尾内委員長の団結がんばろうで締めくくられた。 

勇退された役員の皆さん 新体制の皆さんと、代表挨拶をする尾内委員長 


